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篤
実
か
感
謝
の
意
味
を
当
て
は
め
、
目
標
と
し
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
の
通
り
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
今
ま
で
以
上
に
学
年

全
体
で
協
力
し
、
黙
食
も
完
璧
に
こ
な
し
、
み
ん
な
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
研
修
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
制
限
の
多
い
中
で
も
最
高
の
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
２
年
生
研
修
合
宿
　
　
滋
賀

薮
内
　
美
香
（
中
２
）

1
日
目
か
ら
寒
い
日
が
続
く
の
か
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

滋
賀
は
と
て
も
あ
た
た
か
く
て
す
ご
く
合
宿
研
修
日
和
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
雨
も
降
ら
な
か
っ
た
し
、
み
ん
な

で
楽
し
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。

1
日
目
に
乗
っ
た
ビ
ア
ン
カ
は
動
い
て
い
る
の
に
全
然
揺

れ
て
い
な
い
感
覚
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
色
々
な
景
色
が

見
ら
れ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

水
茎
焼
き
は
、
一
人
ひ
と
り
違
う
形
に
出
来
上
が
る
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

2
日
目
は
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
動
し
て
い
た
の
で
、
み

ん
な
で
「
こ
ん
な
こ
と
し
た
ん
だ
よ
」
と
違
う
コ
ー
ス
の
話

を
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
友
だ
ち
と

交
流
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
私
は
文
化
コ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
、
他
の
2
コ
ー
ス
の
話
も
聞
け
て
よ
か
っ
た
で

す
。
文
化
コ
ー
ス
は
街
を
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
疲
れ
た
け
れ

ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
紅
葉
が
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

2
日
目
夜
の
学
年
レ
ク
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
班
や
ク
ラ
ス
、
学
年
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
っ
た
レ

ク
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

3
日
目
は
長
浜
の
街
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。
長
浜
は

い
ろ
い
ろ
な
歴
史
の
影
響
を
受
け
て
き
た
町
な
の
だ
な
と
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
お
土
産
を
買
う
と
き
は
、
班
の
み
ん
な

で
回
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
の
合
宿
研
修
だ
っ
た
か
ら
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
み

ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

高
校
３
年
生
校
外
研
修
　
　
京
都

学
年
主
任
　
古
川
　
明

今
年
度
の
1
学
期
に
延
期
さ
れ
て
い
た
研
修
旅
行
が
中
止

と
な
り
、
2
学
期
に
代
替
の
行
事
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

体
育
大
会
、
中
間
テ
ス
ト
、
公
募
制
推
薦
試
験
等
の
間
隙
を

縫
っ
て
、
10
月
25
日
（
月
）
に
京
都
へ
の
日
帰
り
校
外
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
各
ク
ラ
ス
が
希
望
の
コ
ー

ス
を
選
択
し
た
結
果
、
1
・
5
・
6
組
は
上
賀
茂
神
社
・
下

様
々
な
植
物
を
観
察
し
な
が
ら
園

内
を
散
策
し
ま
し
た
。
２

日
目

は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
吉
野
川
で

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
身
を

包
み
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方

と
一
緒
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん

で
、
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
川
下

り
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
は
、
愛
媛
県
今
治
市
の

タ
オ
ル
美
術
館
を
訪
れ
、
タ
オ
ル
生
地
を
使
っ
た
作
品
を
見

学
し
、
タ
オ
ル
の
製
造
過
程
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
感
染
予
防
に
十
分
気
を
配
り
な
が

ら
食
事
を
し
た
後
、
各
ク
ラ
ス
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
企
画
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
学
年
全
体
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
終
日
は
香
川
県
の
金
刀
比
羅
宮
へ

行
き
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
、
御
本
宮
を
目
指
し
て
、
全
７

８
５
段
の
階
段
を
上
り
き
り
ま
し
た
。
ま
た
、
表
参
道
に
あ

る
様
々
な
お
店
で
家
族
や
友
人
へ
の
お
土
産
を
楽
し
そ
う
に

買
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
を
離
れ
、
普
段
の
授
業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
経
験

し
た
研
修
旅
行
で
、
生
徒
た
ち
は
ま
た
少
し
成
長
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
残
り
の
中
学
校
生
活
で
も
、
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
２
年
生
研
修
旅
行
　
長
崎
方
面
　
～
ふ
と
か
～

田
中
　
頌
子
（
高
２
）

10
月
30
日
（
土
）
〜
11
月
1
日
（
月
）
の
3
日
間
、
長
崎

方
面
へ
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

1
日
目
は
太
宰
府
天
満
宮
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
学
問

の
神
様
で
あ
る
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
て
い
る
為
、
今
後
の
学

業
成
就
を
願
い
、
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
長
崎
市
内
の
タ
ク
シ
ー
班
別
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
班
ご
と
に
行
程
を
決
め
、
長
崎
の
独
特
な
地
形
や
文
化

に
触
れ
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
か
ら
様
々
な
話

を
聞
く
こ
と
も
で
き
、
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
夜
に

は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
の
班
別
研
修
を
行
い
、
全
国
的
に
有

名
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
当
日
だ
っ
た
の
で
仮
装
し
て
い
る
方
が
多
く
、
友
達
と
回

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

3
日
目
も
班
ご
と
に
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
回
り
、
異
国
の

よ
う
な
景
色
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
の
目
標
は
「
ふ
と

か
」
に
決
め
ま
し
た
。
長
崎
弁
で

「
成
長
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
風
月
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
学
１
年
生
以
来
の
宿
泊
行
事
で
あ
り
、

生
徒
た
ち
の
期
待
も
大
き
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
結
団

式
で
は
、「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
思
い
切
り
楽
し
む
こ
と
」、「
感

謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
」、「
武
庫
川
の
生
徒
と
し
て
の
誇
り
を

持
つ
こ
と
」
の
３
つ
を
大
切
に
し
た
研
修
旅
行
に
し
よ
う
、

と
目
標
を
掲
げ
、
四
国
に
出
発
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
残
念
な
が
ら
雨
で
し
た
が
、
徳
島
県
で
の
う
ず

し
お
ク
ル
ー
ズ
の
後
、
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
へ
向
か
い
、

中
学
３
年
生
研
修
旅
行
　
四
国
方
面

～
よ
く
遊
び
　
よ
く
学
べ
～

研
修
旅
行
担
当

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
行
き

先
や
期
間
、時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、10
月
25
日（
月
）

〜
27
日
（
水
）
に
、
中
学
３
年
生
の
研
修
旅
行
を
行
う
こ
と
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『
ザ
・
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
』

 

総
務
部
長　

野　

津　

義　

輝

「
太
陽
が
消
え
て
か
ら
、
周
囲
が
暗
く
な
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
、
そ
れ
が
マ

ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
だ
。
昼
と
夜
の
間
、
世
の
中
が
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
瞬
間
。
一

日
の
う
ち
の
最
高
の
瞬
間
、
そ
れ
を
逃
す
と
あ
っ
と
い
う
間
に
夜
に
な
る
」

こ
れ
は
、
三
谷
幸
喜
監
督
・
脚
本
の
コ
メ
デ
ィ
映
画
『
ザ
・
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
』

の
台
詞
で
す
。
誰
で
も
、
日
常
生
活
の
中
で
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
た
っ
て
普
通
の
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
自
分
の
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
方
法
も
人
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
、
心
の
調
子
が

今
ひ
と
つ
だ
な
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
こ
の
『
ザ
・
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
』
と
い
う
映
画
を
見
ま
す
。
映
画
を
見
て
、

笑
っ
て
、
重
く
沈
ん
だ
自
分
の
心
を
軽
く
し
ま
す
。
す
る
と
、
ま
た
前
に
進
め
る
感
じ
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ス
ト

レ
ス
解
消
法
は
何
で
し
ょ
う
か
？

「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
」
と
は
、
写
真
・
映
画
の
用
語
で
す
。
こ
の
映
画
で
は
、「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
」
を
人
生
に
た

と
え
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
中
で
最
も
美
し
い
時
期
。
そ
れ
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？
私
自
身
、
還
暦
を
過
ぎ

て
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
人
生
最
高
の
瞬
間
な
ん
て
、
も
う
二
度
と
こ
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
ぼ
ん
や
り
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
中
高
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
青
春
ま
っ
た
だ
中
の
今
、
こ
の
瞬
間
こ
そ
が
人
生
の
「
マ
ジ
ッ
ク

ア
ワ
ー
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
青
春
の
大
切
な
時
間
を
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
す
皆
さ
ん
の
心
中
を
察
す
る
と
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
。

映
画
の
終
盤
に
こ
ん
な
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
映
画
で
は
、
佐
藤
浩
市
演
じ
る
主
人
公
、
ま
っ
た
く
売
れ
な
い
役

者
の
村
田
大
樹
に
、
こ
ち
ら
も
今
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
往
年
の
映
画
ス
タ
ー
の
高
瀬
允
が
こ
う
言
い
ま

す
。「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
を
逃
し
た
と
き
の
一
番
の
方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
簡
単
な
こ
と
で
す
。
明
日
を
待
つ

ん
だ
よ
。
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
は
、
必
ず
ま
た
や
っ
て
く
る
。
こ
の
世
に
太
陽
が
昇
る
限
り
」
と
。
そ
し
て
続
け
て
「
君

は
若
い
。
そ
れ
に
こ
こ
だ
け
の
話
、
私
だ
っ
て
待
っ
て
い
る
ん
だ
。
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
を
。
こ
の
年
に
な
っ
て
も
未

だ
に
さ
」。
私
は
、
数
あ
る
映
画
の
名
台
詞
の
中
で
も
特
に
こ
の
台
詞
が
好
き
で
す
。
人
生
で
最
も
美
し
い
瞬
間
で

あ
る
「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
」
は
、
一
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
年
を
重
ね
て
も
や
っ
て
き
ま
す
。
そ

う
思
う
と
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、
明
日
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

人
生
で
笑
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
常
時
マ
ス
ク
を
し
て
、
大
き

な
声
で
の
会
話
も
控
え
な
い
と
い
け
な
い
、
心
が
窮
屈
に
な
る
毎
日
で
す
。
一
日
も
早
く
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
心
の

底
か
ら
大
声
で
笑
え
る
日
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
私
に
も
皆
さ
ん
に
も
「
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
」

は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
信
じ
て
前
を
向
い
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
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︻
水
泳
部
︼

◇
第
70
回　

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

水
泳
競
技
大
会

８
／
５
・
６（
神
戸
市
立
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

・
４
×
100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
11
位

・
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
６
位　

國
森　

彩
咲

◇
第
89
回　

日
本
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

８
／
17
〜
19（
長
野
運
動
公
園
総
合
運
動
場
総
合
市
民
プ
ー
ル
）

・
100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
55
位 

小
坂
田　

愛
（
高
１
）

・
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
50
位 

小
坂
田　

愛
（
高
１
）

◇
第
64
回　

兵
庫
県
高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権 

水
泳
競
技
大
会

９
／
４
・
５
（
尼
崎
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）

・
４
×
100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
３
位

 

田
中　

萌
生
（
高
１
）　

小
坂
田　

愛
（
高
１
）

 

岡
部　

仁
胡
（
高
２
）　

中
野　

陽
菜
（
高
１
）

・
４
×
100
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

第
４
位

 

中
野　

陽
菜
（
高
１
）　

丸
井　

花
音
（
高
２
）

 

米
田　
　

華
（
高
１
）　

合
葉　

愛
美
（
高
１
）

◇
第
５
回　

近
畿
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会

10
／
10
（
ス
イ
ム
ピ
ア
奈
良
）

・
４
×
100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

９
位

 

田
中　

萌
生
（
高
１
）　

小
坂
田　

愛
（
高
１
）

 

岡
部　

仁
胡
（
高
２
）　

中
野　

陽
菜
（
高
１
）

・
4
×
100
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

11
位

 

中
野　

陽
菜
（
高
１
）　

米
田　
　

華
（
高
１
）

 

合
葉　

愛
美
（
高
１
）　

丸
井　

花
音
（
高
２
）

・
50
ｍ
自
由
形　
　
　

23
位 

丸
井　

花
音
（
高
２
）

 

34
位 　
　

合
葉　

愛
美
（
高
１
）

・
100
ｍ
自
由
形　
　
　

11
位 

中
野　

陽
菜
（
高
１
）

・
400
ｍ
自
由
形　
　
　

31
位 

田
中　

萌
生
（
高
１
）

・
100
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　

12
位 

小
坂
田　

愛
（
高
１
）

・
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

12
位 

岡
部　

仁
胡
（
高
２
）

21
位 　
　

米
田　
　

華
（
高
１
）

 

32
位 　
　

小
方　

桃
菜
（
高
１
）

Reshma Harripersad 先生
My name is Reshma Harripersad and I am the newest ALT at 
Mukogawa Junior and Senior High School to join the English 
staff. I’m originally from Trinidad and Tobago, but I’ve lived in 
New York City, USA for the last 15 years with my family. I went 
to school at Skidmore College in New York, where I studied 
International Affairs. Through my major, I was able to travel to 
Indonesia, Morocco, India, Italy and Guatemala in my four years 
there, and learn about Japanese history and culture through 
several of my classes. This is when I also learned how to play 
taiko. In my last year of university, I discovered the Japanese 
Exchange and Teaching Program （JET） and, inspired by the 
classes I took in university, applied for a 
position to teach in Japan. When the 
pandemic delayed my arrival, I worked briefly 
in local government as a Constituent Liaison 
of the New York City Council, but I am very 
happy to finally be with the students, teachers 
and staff of Mukogawa. 

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
自
己
紹
介

高
校
入
試
説
明
会
・
個
別
相
談
会
等
の
お
知
ら
せ

◆
12
月
11
日
（
土
）

　

・
高
校
入
試
説
明
会　

12
時
〜
13
時

　
　
　
　

対
象
：
女
子
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

　

・
中
学
入
試
説
明
会
（
ミ
ニ
説
明
会
）　

14
時
〜
14
時
40
分

　
　
　
　

対
象
：
女
子
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

　

※
各
入
試
説
明
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

・
個
別
相
談
会　

13
時
〜
15
時
（
予
約
不
要
）

　
　
　
　

対
象
：
女
子
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

︻
音
楽
科
︼

◇
第
39
回　

兵
庫
県
高
等
学
校
独
唱
独
奏
コ
ン
ク
ー
ル

８
／
17
・
18
（
姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
）

・
ピ
ア
ノ
部
門　
　

銀
賞 

鶴
ケ
崎
美
涼
（
高
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　

銅
賞 

藤
原　

愛
梨
（
高
２
）

・
声
楽
部
門　
　
　

銀
賞 

上
田　

莉
子
（
高
３
）

︻
国
語
科
︼

◇
第
32
回
伊
藤
園
﹁
お
ー
い
お
茶 

新
俳
句
大
賞
﹂

佳
作
特
別
賞　

落
合　

柚
妃
（
中
3
）　

藤
原　
　

瞳
（
高
1
）

佳　

作　

坂
口　

愛
実
（
高
1
）　

高
橋　

怜
奈
（
高
1
）

　
　
　
　

菊
地　

愛
央
（
中
3
）　

永
井　

安
奈
（
高
3
）

　
　
　
　

北
野
花
咲
音
（
高
2
）　

門
田　

陽
菜
（
高
3
）

　
　
　
　

橋
本　

真
湖
（
高
2
）

︻
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
︼

◇
第
43
回　

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
西
大
会

11
／
３
（
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
大
阪
）

全
国
大
会
選
考
の
部　

学
校
部
門

　

・
中
学
校
の
部　
　

銀
賞

　

・
高
等
学
校
の
部　

金
賞

高
校
チ
ー
ム
は
、
12
／
11
・
12
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る

第
49
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

鴨
神
社
で
、
2
・
3
・
4
・
7
組
は
伏
見
稲
荷
大
社
で
そ
れ

ぞ
れ
研
修
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考

慮
し
、
隣
の
人
と
の
距
離
の
確
保
、
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
な

ど
安
全
性
を
確
保
で
き
る
高
台
寺
近
く
の
「TH

E SO
D
O
H
 

H
IG
ASH

IYAM
A KYO

TO

」
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

食
後
は
全
員
で
嵐
山
に
て
班
別
で
研
修
を
行
い
、
17
時
過
ぎ

に
無
事
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
雨
の
一
日
で
し
た
が
傘
で
し

の
げ
る
程
度
の
も
の
で
し
た
し
、
昼
食
を
弁
当
に
せ
ず
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
温
か
い
食
事
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た

こ
と
も
功
を
奏
し
て
楽
し
く
研
修
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
理
解
の
も
と
に
こ
の
行
事
を
実
施

で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

食
堂
紹
介�

株
式
会
社
　
不
二
家
商
事

二
学
期
か
ら
、
本
校
の
食
堂
『
サ
ン
テ
リ
ッ
ツ
』
の
運
営

が
、
数
多
く
の
大
学
や
高
等
学
校
、
企
業
で
実
績
の
あ
る
不

二
家
商
事
に
変
わ
り
ま
し
た
。
定
食
や
丼
物
、
ス
ナ
ッ
ク
、

ス
イ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、入
口
に
消
毒
液
、

食
堂
内
で
は
並
び
方
の
明
示
、
黙
食
、
換
気
、
対
面
着
席
禁

止
、
ア
ク
リ
ル
板
設
置
、
な
ど
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
不
二
家
さ
ん
は
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
美
味

し
い
も
の
を
、
楽
し
く
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
運
営
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

武
庫
川
学
院
シ
リ
カ
ウ
ォ
ー
タ
ー
誕
生
！

武
庫
川
学
院
シ
リ
カ

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま

し
た
！
大
山
隠
岐
国
立
公

園
の
三
瓶
山
の
約
３
５
０

０
年
前
の
地
層
に
ろ
過
さ

れ
た
超
軟
水
の
シ
リ
カ

水
。
肌
・
血
管
の
弾
力
を

保
ち
、
骨
・
爪
・
髪
の
毛
を
強
く
す
る
、
健
康
に
良
い
お
水

で
す
。
料
理
作
り
に
も
安
心
。
１
本
１
０
０
円
（
税
込
）
本

校
事
業
部
、
食
堂
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
お
試

し
く
だ
さ
い
！

︻
創
作
ダ
ン
ス
部
︼

◇
第
21
回
兵
庫
県
高
等
学
校
ダ
ン
ス
新
人
大
会

11
／
6
（
丹
波
篠
山
市
立
田
園
交
響
ホ
ー
ル
）

・
第
４
位　

作
品
「
視み
る

」

︻
空
手
道
部
︼

◇
第
29
回　

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

８
／
22
（
山
口
市
維
新
大
晃
ア
リ
ー
ナ
）

・
女
子
団
体
組
手　

出
場

 

山
崎　

咲
奈
（
中
３
）　

新
井　

圭
愛
（
中
１
）

 

木
原　

心
優
（
中
１
）　

玉
城
芹
梨
花
（
中
２
）

︻
コ
ー
ラ
ス
部
︼

◇
第
76
回　

関
西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

９
／
23
（
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

・
中
学
校　

金
賞

・
高
校　
　

金
賞

◇
第
88
回　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

９
／
25
（
大
阪
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

・
中
学
校　

金
賞

・
高
校　
　

銀
賞

◇
第
74
回　

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
大
会

10
／
30
・
31
（
大
分
県 iichiko

ホ
ー
ル
）

・
中
学
校　

銀
賞

・
高
校　
　

銀
賞

◇
第
88
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

11
／
7
（
東
京
府
中
の
森 

芸
術
劇
場
）

・
中
学
コ
ー
ラ
ス　

優
良
賞

︻
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
︼

◇
第
49
回　

兵
庫
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

９
／
12
（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
）

・
高
校
以
上
Ｂ
部
門　
　

優
秀
賞

◇
第
43
回 

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関
西
大
会

11
／
7
（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
）

・
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
部
門  

金
賞

＊
中
学
生
も
一
緒
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

1₂　月　行　事　予　定
日 曜 行　事　予　定

1 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○高３期末考査
2 木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○高３自宅学習
3 金 ○家庭教育講座（13：30‐16：30AV3）　　　　 ○高３自宅学習
4 土 休業日　　○GTEC試験（高１全員・高２ GEC系全員午前）
5 日 ▽中学生対象兵庫Ｖもし会場（８：00‐15：00）
6 月 　　　　　　　　　　　　 ○高３登校・答案返却（１限）・学年集会・HR・除草
7 火 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○高３自宅学習
8 水 ○期末考査（高１・高２）　○食堂最終営業日　 ○高３短縮授業（40分×４）
9 木 ○期末考査（中学・高１・高２）　　　　　　　 ○高３短縮授業（40分×４）
10 金 ○期末考査（中学・高１・高２）　　　　　　　 ○高３短縮授業（40分×４）

11 土 ○期末考査（中学・高１・高２）　○高３短縮授業（40分×４）・定期考査成績表配布
▽第２回高校入試説明会・中学ミニ説明会・個別相談会（12：00‐15：00）

12 日
13 月 ○期末考査（中学・高１・高２）　　　　　　　　○高３短縮授業（40分×４）
14 火 ○全学年自宅学習
15 水 ○高２以下登校（答案返却・解説授業30分×未定）　 ○高３自宅学習
16 木 ○高２以下登校（答案返却・解説授業30分×未定）　○高３自宅学習・三者面談（内部進学希望者）
17 金 ○高２以下登校（学年集会・HR・除草・得点確認表配布）　○高３自宅学習・三者面談（内部進学希望者）
18 土 休業日　　○ SSH成果発表会
19 日 ○オーケストラ部定期演奏会（14：30公江記念講堂）
20 月 ○高２以下自宅学習　　　　　　　　　　　　　　　○高３短縮授業（40分×４）
21 火 ○全学年自宅学習
22 水 ○高２以下自宅学習　　　　　　　　　　　　　　　○高３登校（学年行事・HR）
23 木 ○休暇中の諸注意（８：35AV1）・大清掃　　○高２個別懇談（午後）
24 金 ○終業式（８：45AV1）　　　○高２個別懇談（午後）　　▽帰国・一般転編入考査
25 土 ○補習講習（午前）　　　　　○高２個別懇談（午前）　　▽発表・入学手続き
26 日 ▽８：30‐18：30校内停電
27 月 ○補習講習（午前）　　　　　○高２個別懇談
28 火
29 水
30 木
31 金
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